








1) 3) 6) ~ 8) 10) 15) ~ 19) 22) 
。 しかし，これらの項目の中でも年齢，性，その他
の条件によっては相関を認めないとする報告もある 。





















距離走，時間走は，いずれも 1周 300mオールウェザー仕様の第 4種公認陸上競技トラック
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にて測定した。
ステップテスト (ST)は通常，運動時間 3分であるが， 3分より 5分の方が良いとする報告
もあり
1) 10) 13) 14) 
，本研究では運動時間 3分 (ST3とする）と 5分 (ST5とする）の 2種類と










V02 max, 距離走，時間走， ST, 肺活量，安静時心拍数，等の測定結果を表 1に示した。
27名のV02maxは 2.45士0.23l/min, 体重当たり V02maxは 44.8士3.85ml/kg• 
min, 1000m走 255.7士19.76秒， 1500m走 413.7士34.22秒， 5分間走 1110.2士87.90m, 
12分問走 2409.7士227.72m, ST3は 71.0土12.22点， ST5は 108.'3士14.37点， 肺活量
3.09士O.36 l, 体重当たり肺活量 56.5士7.48ml/kg, 安静時心拍数 67.7士7.27拍／分で
あった。
また， ST の回復時 1 回目の心拍数が50~59拍• 60~69拍• 70~79拍に該当したのは ST
3で 8名・ 3名・ 0名， ST5で 8名・ 4名・ 1名であった。
表 1 被検者の特性
全員 (N=27) 運動強度群 (N=5)
年 齢 (years) 19.4 士 1.21 20.4 士 0.89 
身 長 (cm) 159.2 士 3.62 159.3 士 0.98 
仕 重 (kg) 54.9 士 4.93 51.5 士 2.93 
V02max C l) 2.45士 0.23 2.32士 0.14 ． 
体重当たり V02max(ml) 44.8 士 3.85 45.4 士 1. 09 
1000m走 (sec) 255.7 士 19.76 244.4 土 11.50
1500m走 (sec) 413.7 士 34.22 392.6 士 22.98
5分間走 (m) 1110.2 士 87.90 1094.0 士 52.72
12分間走 (m) 2409.7 士227.72 2522.0 士186.73
ステップテスト 3分 (Score) 71.0 士 12.22 70.2 士 18.95
ステップテスト 5分 (Score) 108.3 士 14.37 120.9 士 21.47
肺活量 (l) 3.09士 0.36 2.98士 0.40 
体重当たり肺活量 (ml) 56.5 士 7.48 58.3 士 10.39
安静時心拍数 (Beats) 67.7 士 7.27 64.2 士 7.53 
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次に，体重当たり V02max, 距離走，時間走， ST,肺活量，安静時心拍数の相関マトリッ
クスを表 2 に表わすとともに，距離走・時間走 •ST については相関図を図 1 に示した。
体重当たり V02maxと有点な相関が認められたのは， 1000m走 (r=-0.659, P〈0.001),
1500m走 (r= -0. 640, P〈0.001), 5分間走 (r= 0. 573, P < 0.01), 12分問走 (r= 0.530, 
P〈0.01), ST3 (r=0.414, P〈0.05), S T 5 (r = 0. 436, P〈0.05) であった。しかし，
安静時心拍数，肺活量および体重あたり肺活量は有意な相関が認められなかった。
また，距離走と時間走の各項目間には 0.1％水準 (r= 0. 751-.. 0.900)で有意な相関が認め
られたが， ST3は距離走，時間走のいずれの項目とも有意な相関は認められなかった。同様
にST5は距離走の 2項目と時間走の中の 5分間走において有意な相関 (r= 0. 389 -. 0. 503, 
P〈0.05-....0.01)が認められたが， 12分間走とは有意な相関は認められなかった。 ST3とS
T5は0.1％水準 (r= 0.646)で有意な相関が認められた。さらに，安静時心拍数と有意な相
関が認められた項目は ST3(r=-0.494, P〈0.01)とST5 (r = -O. 565, P〈0.01)であっtも
2. 運動強度について
距離走，時間走， STの運動強度の時間的変化を図 2に示した。
各項目の平均運動強度と最大運動強度は1000m走 83.3土9.79%, 89. 5士6.56 %, 1500 m 
走 82.0士11.25%,90.8士5.69%, 5分間走 80.9土9.47%, 89. 7士5.60%, 12分間走84.1
表 2 各項目間相関マトリックス (N = 27) 
②v体o重当たり 464 ＊ 
2max 





-142 -640 900 * p〈0.01
*** *** *** P (0.001 
⑤ 5分間走
372 573 -825 -8231 
＊ *** *** 
⑥ 12分間走
218 530 -770 -751 816 
＊ *** *＊* *＊* 
⑦ステップテス 404 414 -271 -160 304 137 
ト（時間 3分） ＊ ＊ 
⑧ステップテス 320 436 -403 -389 503 362 646 
ト（時問 5分） ＊ ＊ ＊ ＊＊ *＊* 
⑨ 肺活 量
085 -124 042 029 -072 -313 -055 -245 
⑳体重当たり -305 207 -243 -284 054 -087 -070 -145 745 
肺 活 量 *** 
⑪安静時心拍数
-193 -333 337 221 -347 -235 -494 -565 116 022 
＊ ＊ 
V． ①02max ② 









, . ．  
400 f 2500 距 ． 時 t ． /. ． 
離 間
300 ~ • - =152 . 分537間03((走走PP((〈(•o0O)  . 走 走}J9•• r 01) 













ス ／ •I •• テッ 100 ．
. 0 ． 
プ
• 90.  0 
テ
ス 80ト ・
ト 1 oo シ＇ ST5(• 
70 t- r=.436） (P < 0.05) 
ST 3 (o) 
60卜 ’0 r=.414(P〈0.05)
゜
35 40 45 50 55 










Y = -3. 378 X + 406. 95 
Y = -5. 677 X + 667. 88 
Y= 13.071 X + 525. 04 
Y= 31.314X + 1007.84 
Y= 1.312X+ 12.24 






35 40 45 50 55 
(ml/kg. min) ． 
体重当たり V02max




った。しかし， ST3 と ST~ は距離走，時間走の各項目のそれぞれと 0.1~ 1％水準で有意な
差が認められ，他項目、，、りも運動強度が低かった。
次に70％の運動強度に逹するまでの時間についてみると， 1000m走， 1500m走， 5分間走は
いずれも30秒～ 1分， 12分間走は 1分～ 1分30秒， ST3は2分～ 2分30秒であったが， ST5
は70％に達しなかった。同様に80％に達するまでの時間は1000m走が 1分～ 1分30秒， 1500m
走と 5分間走が 1分30秒～ 2分， 12分間走が 3分～ 3分30秒であった。 90％については1500m
走が 6分～ 6分30秒， 12分間走が 8分30秒～ 9分であり，他項目はすべて90％に達しなかった。
さらに80％以上の運動強度持続時間についてみると， 1000m走が運動開始 1分以後 4分4秒
までの約 3分間， 1500m走と 5分間走はいずれも 1分30秒から始まり，それぞれ 5分間， 3分
30秒間であり， 12分間走は 3分から始まり 9分間であった。また， 90％以上の強度は12分間走
だけであり， 8分30秒から12分までの 3分30秒間であった。
考 察
被検者27名の体重当たり V切 maxは44.8ml/ kg •min であった。この値は中本たちの示し































m走 (r=-0.65), 12分間走 (r= 0.52), 
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走 (1000m走， 1500m走）・ステップテスト（運動時間 3分と 5分，台高35cm)についてその
妥当性を検討することを目的とした。
結果は以下のとおりである。
1. 体重当たり最大酸素摂取量と各項目との関係をみたところ， 1000m走 (r=-0. 659, P〈
0.001), 1500m走 (r=-0. 640, P〈0.001), 5分間走 (r=0.573, P〈o.01), 12分間走
(r= 0.530, P〈0.01)，ステップテスト 3分間 (r=0.414,P(0.05)，ステップテスト 5
分間 (r= 0. 436, P < 0.05) のいずれの項目も有意な相関が認められた。しかし，各項目間
についてみたところ，距離走と時間走の各項目間には r= 0. 530,._, 0. 900 (P < 0.01 -0.001) 
で有意な相関が認められたものの，ステップテスト 3分は距離走・時間走の各項目とも有意
な相関が認められず，ステップテスト 5分は12分間走と有意な相関が認められなかった。
2. 運動強度は 1000m走 83.3士9.79%V02 max, 1500m走 82.0士11.25%VO 2 max, 5分
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．．  
間走 80.9士9.47%V02 max, 12分間走 84.1士11.70 %V02 max, ステップテスト 3分 
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